
JP 6601469 B2 2019.11.6

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装着凹部が端部に開放されて設けられた軟質の合成樹脂製のバンド本体と、
　前記装着凹部に埋め込まれ、かつ複数の取付片が前記装着凹部の前記開放側に向けて突
出して設けられた硬質の合成樹脂製の補強部と、
　前記複数の取付片に固定されて前記バンド本体の前記端部に前記補強部と共に取り付け
られるバンド連結部と、
　前記複数の取付片は、前記バンド連結部に設けられた複数の取付穴に嵌め込まれる第１
取付片と、
　前記第１取付片に前記バンド連結部を固定する第１ねじ部材と、
　前記第１ねじ部材と前記バンド連結部との間に設けられた緩衝材と、
　を備えていることを特徴とするバンド。
【請求項２】
　請求項１に記載のバンドにおいて、前記補強部は、前記バンド本体の一部が食い込む食
込み部を備え、インサート成型によって前記バンド本体と一体に設けられていることを特
徴とするバンド。
【請求項３】
　請求項１または請求項２に記載のバンドにおいて、前記補強部の前記複数の取付片は、
前記バンド連結部の下に配置される第２取付片を備えていることを特徴とするバンド。
【請求項４】
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　請求項３に記載のバンドにおいて、前記第２取付片に前記バンド本体と前記バンド連結
部とを固定する第２ねじ部材を備えていることを特徴とするバンド。
【請求項５】
　請求項１～請求項４のいずれかに記載のバンドにおいて、前記第１ねじ部材は、前記バ
ンド連結部の下側から前記バンド連結部を通して前記第１取付片に螺着することを特徴と
するバンド。
【請求項６】
　請求項１～請求項４のいずれかに記載のバンドにおいて、前記第１ねじ部材は、前記ハ
ンド本体の長手方向と直交する幅方向における前記バンド連結部の両側から前記バンド連
結部を通して前記第１取付片に螺着することを特徴とするバンド。
【請求項７】
　請求項１～請求項６のいずれかに記載のバンドにおいて、前記補強部は、硬質かつ弾性
変形する素材であることを特徴とするバンド。
【請求項８】
　請求項４に記載のバンドにおいて、前記第２ねじ部材は、前記バンド連結部の中間部に
取り付けられていることを特徴とするバンド。
【請求項９】
　請求項１～請求項８のいずれかに記載されたバンドを備えていることを特徴とする時計
。
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、腕時計やバッグ、鞄、衣服に用いられるバンドおよびそれを備えた時計に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、腕時計のバンドにおいては、特許文献１に記載されているように、軟質の合成
樹脂製のバンド本体の端部に嵌合凹部を設け、この嵌合凹部に硬質材料の補強片を嵌め込
み、この状態でバンド本体の端部を補強片と共に腕時計ケースに取り付けるように構成さ
れたものが知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－１３６５４７号公報
【０００４】
　この種のバンドは、バンド本体の端部に設けられた嵌合凹部に硬質材料の補強片を嵌め
込み、この嵌め込まれた補強片をバンド本体の端部に固定ピンによって固定し、この状態
でバンド本体の端部を補強片と共に腕時計ケースにばね棒によって取り付ける構造になっ
ている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、このような腕時計のバンドでは、軟質の合成樹脂製のバンド本体の端部
に設けられた嵌合凹部に補強片を固定ピンで固定した構造であるから、腕に取り付け際の
バンドのフィット感に欠けるという問題がある。
【０００６】
　この発明が解決しようとする課題は、バンドの装着性の向上および耐衝撃性に優れたバ
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ンドおよびそれを備えた時計を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明は、装着凹部が端部に開放されて設けられた軟質の合成樹脂製のバンド本体と
、前記装着凹部に埋め込まれ、かつ複数の取付片が前記装着凹部の前記開放側に向けて突
出して設けられた硬質の合成樹脂製の補強部と、前記複数の取付片に固定されて前記バン
ド本体の前記端部に前記補強部と共に取り付けられるバンド連結部と、前記複数の取付片
は、前記バンド連結部に設けられた複数の取付穴に嵌め込まれる第１取付片と、前記第１
取付片に前記バンド連結部を固定する第１ねじ部材と、前記第１ねじ部材と前記バンド連
結部との間に設けられた緩衝材と、を備えていることを特徴とするバンドである。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明によれば、バンドの装着性の向上および耐衝撃性を確保することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】この発明を腕時計のバンドに適用した第１実施形態を示し、（ａ）はその表面側
を示した斜視図、（ｂ）はその裏面側を示した斜視図である。
【図２】図１（ａ）に示されたバンドの端部を分解して示した要部の拡大斜視図である。
【図３】図２に示された補強部を示した拡大斜視図である。
【図４】図１（ａ）に示されたバンドの端部のＡ－Ａ矢視における要部を示した拡大断面
図である。
【図５】図４に示されたＡ部を示した拡大断面図である。
【図６】図４に示されたバンドの端部のＢ－Ｂ矢視における拡大断面図である。
【図７】図２に示されたバンド本体の端部に補強部をインサート成型してバンド連結部を
取り付ける状態を示した要部の分解斜視図である。
【図８】図７のＣ－Ｃ矢視における要部を示した拡大断面図である。
【図９】この発明を腕時計のバンドに適用した第２実施形態における要部を示した拡大斜
視図である。
【図１０】図９に示されたバンド本体の端部にバンド連結部を取り付ける状態を示した表
面側の分解斜視図である。
【図１１】図９に示されたバンド本体の端部にバンド連結部を取り付ける状態を示した裏
面側の分解斜視図である。
【図１２】図９のＤ－Ｄ矢視における要部を示した拡大断面図である。
【図１３】図１２のＥ－Ｅ矢視における要部を示した拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
（第１実施形態）
　以下、図１～図８を参照して、この発明を腕時計のバンドに適用した第１実施形態につ
いて説明する。
　このバンド１は、腕時計ケースのバンド取付部（いずれも図示せず）に取り付けられる
ものであり、図１および図２に示すように、バンド本体１と、このバンド本体１の端部に
埋め込まれた補強部２と、この補強部２と共にバンド本体１の端部に取り付けられて腕時
計ケースのバンド取付部に取り付けられるバンド連結部３と、を備えている。
【００１１】
　バンド本体１は、図１および図２に示すように、ウレタン樹脂、シリコーン樹脂などの
軟質の合成樹脂によって帯状に形成されている。このバンド本体１の端部には、補強部２
が埋め込まれる装着凹部４が端部側に開放されて設けられている。すなわち、この装着凹
部４は、図６および図８に示すように、バンド本体１の長手方向と直交する幅方向におけ
る両側部を除いて、バンド本体１の端部に長手方向にほぼＶ字形状に食い込んで形成され
ている。
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【００１２】
　この場合、バンド本体１の厚み方向における装着凹部４の上部には、図１、図２および
図８に示すように、上部突出片５が装着凹部４の開放側に突出して設けられている。また
、バンド本体１の厚み方向における装着凹部４の下部には、下部突出片６が装着凹部４の
開放側に突出して設けられている。
【００１３】
　これら上部突出片５と下部突出片６とは、図１、図２および図８に示すように、バンド
本体１の幅方向の長さが同じ長さで、バンド本体１の端部における幅方向の長さよりも短
く形成されている。また、これら上部突出片５と下部突出片６とは、バンド本体１の長手
方向における下部突出片６の突出長さが上部突出片５の突出長さよりも長く形成されてい
る。
【００１４】
　補強部２は、図２および図３に示すように、ポリアセタール（ＰＯＭ）、ポリアミド（
ＰＡ）、ポリカーボネート（ＰＣ）などの剛性の高い硬質の合成樹脂で形成されている。
この補強部２は、図６および図８に示すように、インサート成型によってバンド本体１の
端部に埋め込まれた状態で一体に設けられている。
【００１５】
　すなわち、この補強部２は、図２および図３に示すように、バンド本体１の装着凹部４
に埋め込まれる補強部本体７と、バンド本体１の装着凹部４の開放側に向けて補強部本体
７の端部から突出する一対の第１取付片８と、バンド本体１の装着凹部４の開放側に向け
て補強部本体７の装着凹部４から突出する第２取付片９と、を備えている。
【００１６】
　補強部本体７は、図２、図３、図６および図８に示すように、バンド本体１の装着凹部
４にインサート成型によって埋め込まれた際に、装着凹部４の開放側に位置する補強部本
体７の端面に設けられた凹部７ａにバンド本体１の抜止め部１０が設けられることにより
、装着凹部４から抜け出さないように構成されている。
【００１７】
　また、この補強部本体７には、図２、図３、図６および図８に示すように、インサート
成型時にバンド本体１の一部が食い込む複数の食込み孔７ｂが設けられている。これら複
数の食込み孔７ｂは、補強部本体７の端面に設けられた凹部７ａに連通して設けられてい
る。このため、複数の食込み孔７ｂに食込んだバンド本体１の一部は、抜止め部１０に連
結されている。これにより、補強部本体７は、バンド本体１の装着凹部４に強固に固定さ
れている。
【００１８】
　一対の第１取付片８は、図２～図６に示すように、それぞれ丸棒状に形成され、バンド
本体１の装着凹部４の開放側に位置する補強部本体７の端面における両側に設けられてい
る。これら一対の第１取付片８は、補強部本体７の端面から突出する突出長さがバンド本
体１の装着凹部４の上部に位置する上部突出片５の突出長さとほぼ同じ長さで、かつバン
ド本体１の装着凹部４の下部に位置する下部突出片６の突出長さよりも短く形成されてい
る。
【００１９】
　第２取付片９は、図２、図３および図８に示すように、平板状に形成され、バンド本体
１の装着凹部４の開放側に位置する補強部本体７の端面における下部に設けられている。
すなわち、この第２取付片９は、一対の第１取付片８の間に位置した状態で、強部本体７
の端面における下部に設けられている。
【００２０】
　この第２取付片９は、図２、図３および図８に示すように、バンド本体１の幅方向の長
さが一対の第１取付片８間の長さと同じか、それよりも短く形成されている。また、この
第２取付片９は、補強部本体７の端面から突出する突出長さがバンド本体１の装着凹部４
の下部に位置する下部突出片６の突出長さとほぼ同じ長さで、一対の第１取付片８の突出
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長さよりも長く形成されている。
【００２１】
　一方、バンド連結部３は、図１、図２および図７に示すように、バンド本体１の端部に
補強部２と共に取り付けられるものであり、連結部本体１１と一対の連結片１２とを備え
、これらがステンレスなどの金属によって一体に形成されている。連結部本体１１は、バ
ンド本体１の端部における上部に位置する上部突出片５と補強部２の第２取付片９との間
に配置されるほぼ角棒状に形成されている。
【００２２】
　この連結部本体１１は、図４および図６に示すように、バンド本体１の幅方向における
長さがバンド本体１の端部における幅方向の長さと同じ長さに形成されている。また、こ
の連結部本体１１は、バンド本体１の長手方向における長さがバンド本体１の装着凹部４
の下部に位置する下部突出片６の突出長さと同じか、それよりも少し長い長さで、一対の
第１取付片８の突出長さよりも長く形成されている。
【００２３】
　この連結部本体１１におけるバンド本体１の幅方向の両側部には、図４および図６に示
すように、補強部２の一対の第１取付片８が嵌め込まれる一対の取付穴１１ａがそれぞれ
設けられている。すなわち、これら一対の取付穴１１ａは、その内径が一対の第１取付片
８の外径と同じ大きさに形成されている。
【００２４】
　また、これら一対の取付穴１１ａは、図６に示すように、バンド本体１の長手方向にお
ける長さが第１取付片８の長さと同じで、かつバンド本体１の長手方向における連結部本
体１１の長さよりも短く形成されている。これにより、一対の取付穴１１ａは、バンド本
体１の長手方向に貫通することなく形成されている。
【００２５】
　また、この連結部本体１１における補強部２側の端面には、図２、図６～図８に示すよ
うに、バンド本体１の端部に設けられた抜止め部１０が配置される凹部１１ｂが設けられ
ている。これにより、連結部本体１１は、補強部２側の端面の凹部１１ｂにバンド本体１
の抜止め部１０が配置された際に、連結部本体１１の両側部とバンド本体１の端部の端面
とが隙間を持って互いに接近して配置されるように構成されている。
【００２６】
　一方、一対の連結片１２は、腕時計ケースのバンド取付部（いずれも図示せず）に取り
付けられるものである。これら一対の連結片１２は、図１、図２および図６に示すように
、バンド本体１の幅方向における連結部本体１１の両側部にそれぞれバンド本体１の長手
方向に突出して設けられている。
【００２７】
　すなわち、これら一対の連結片１２は、図１、図２および図６に示すように、先端部が
それぞれ半円形状に形成され、バンド本体１の幅方向における間隔がバンド本体１の上部
突出片５と下部突出片６とにおけるバンド本体１の幅方向の長さとほぼ同じ長さで設けら
れている。
【００２８】
　また、これら一対の連結片１２には、図１、図２および図６に示すように、連結孔１２
ａがバンド本体１の幅方向において同一軸に対応して設けられている。これにより、一対
の連結片１２は、これらの間に腕時計ケースのバンド取付部の突起部が配置された状態で
、ばね棒などの連結ピン（いずれも図示せず）が各連結孔２ａと突起部の貫通孔とに挿入
されることにより、腕時計ケースのバンド取付部に取り付けられるように構成されている
。
【００２９】
　ところで、補強部２の一対の第１取付片８とバンド連結部３とは、図４および図５に示
すように、第１ねじ部材１３によって固定されている。この第１ねじ部材１３は、第１取
付片８のねじ孔８ａに下側から螺合するねじ部１３ａと、バンド連結部３の連結部本体１
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１の下部に設けられた挿入孔１４に下側から挿入される首下部１３ｂと、連結部本体１１
の挿入孔１４に設けられた座ぐり部１４ａに緩衝材１５を介して配置される頭部１３ｃと
、を備えている。
【００３０】
　この場合、第１取付片８のねじ孔８ａは、図４および図５に示すように、バンド本体１
の長手方向における第１取付片８の中間部に上下方向に貫通して設けられている。連結部
本体１１の挿入孔１４は、第１取付片８のねじ孔８ａと同一軸上に対応した状態で、上下
方向に貫通して設けられている。この挿入孔１４は、その内径がねじ孔８ａの内径よりも
大きく形成されている。連結部本体１１の座ぐり部１５は、挿入孔１４の下部に設けられ
、その内径が連結部本体１１の挿入孔１４の内径よりも大きく形成されている。
【００３１】
　これにより、第１ねじ部材１３は、図４および図５に示すように、ねじ部１３ａをバン
ド連結部３の下側から連結部本体１１の挿入孔１４に挿入させて補強部２の第１取付片８
のねじ孔８ａに螺合させた状態で、ねじ部１３ａを締め付けることにより、第１取付片８
に連結部本体１１を固定するように構成されている。
【００３２】
　この場合、第１ねじ部材１３は、図４および図５に示すように、ねじ部１３ａが第１取
付片８のねじ孔８ａに螺合して締め付けられた際に、首下部１３ｂが第１取付片８の外周
面における下部に押し当てられることにより、頭部１３ｃが座ぐり部１４ａ内の緩衝材１
５を座ぐり部１４ａの底部に一定の押圧力で押し付けるように構成されている。
【００３３】
　また、補強部２の第２取付片９は、図４に示すように、バンド本体１とバンド連結部３
とに第２ねじ部材１６によって固定されている。この第２ねじ部材１６は、バンド連結部
３の連結部本体１１のねじ穴１１ｃに螺合するねじ部１６ａと、補強部２の第２取付片９
の挿入孔９ａに挿入する首下部１６ｂと、バンド本体１の下部突出片６の座ぐり穴６ａに
配置される頭部１６ｂと、を備えている。
【００３４】
　この場合、連結部本体１１のねじ穴１１ｃは、図４に示すように、連結部本体１１のほ
ぼ中心部に下部から上部に向けて貫通することなく設けられている。第２取付片９の挿入
孔９ａは、その内径が連結部本体１１のねじ穴１１ｃの内径よりも大きく、第２取付片９
のほぼ中心部にねじ穴１１ｃと同一軸上で対応して設けられている。下部突出片６の座ぐ
り穴６ａは、その内径が第２取付片９の挿入孔９ａの内径よりも大きく、下部突出片６の
ほぼ中心部に挿入孔９ａと同一軸上で対応して設けられている。
【００３５】
　これにより、第２ねじ部材１６は、図４に示すように、ねじ部１６ａを下部突出片６の
座ぐり穴６ａおよび第２取付片９の挿入孔９ａに下側から挿入させて連結部本体１１のね
じ穴１１ｃに螺合させた状態で、ねじ部１６ａを締め付けることにより、下部突出片６と
第２取付片９とに連結部本体１１を固定するように構成されている。第２ねじ部材１６が
バンド本体１の幅方向におけるバンド連結部３の連結部本体１１の中心部に取り付けられ
ている。
【００３６】
　この場合、第２ねじ部材１６は、図４に示すように、ねじ部１６ａが連結部本体１１の
ねじ穴１１ｃに螺合して締め付けられた際に、首下部１６ｂが連結部本体１１の下面に押
し当てられることにより、頭部１６ｃが下部突出片６の座ぐり穴６ａの底部に一定の押圧
力で押し付けるように構成されている。
【００３７】
　次に、このようなバンドの作用について説明する。
　このバンドを組み立てる場合には、まず、補強部２をバンド本体１の端部にインサート
成型によって一体に形成する。このときには、予め、補強部２をポリアセタール（ＰＯＭ
）、ポリアミド（ＰＡ）、ポリカーボネート（ＰＣ）などの剛性の高い硬質の合成樹脂に
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よって形成する。補強部２の合成樹脂は、硬質でありながら多少弾性変形する素材であり
、よって耐衝撃性もある。
【００３８】
　そして、この補強部２をバンド本体１の端部にインサート成型によって一体に形成する
。すると、補強部２の補強部本体７がバンド本体１の端部の装着凹部４内に埋め込まれて
、補強部２の一対の第１取付片８と第２取付片９とがバンド本体１の端部から突出する。
このときには、第２取付片９がバンド本体１の端部における下部に位置する下部突出片６
の上に配置される。
【００３９】
　また、インサート成型時には、補強部本体７の端面に設けられた凹部７ａにバンド本体
１の抜止め部１０が配置された状態で、バンド本体１に一体に設けられると共に、補強部
２の複数の食込み孔７ｂにバンド本体１の一部が食い込んで設けられる。この場合、補強
部２の複数の食込み孔７ｂは、補強部本体７の端面に設けられた凹部７ａに連通して設け
られていることにより、バンド本体１の一部が食込み孔７ｂに食い込んだ際に、バンド本
体１の一部が補強部本体７の凹部７ａに配置された抜止め部１０に連結される。
【００４０】
　これにより、補強部２は、インサート成型時にバンド本体１の装着凹部４内に埋め込ま
れて、複数の食込み孔７ｂにバンド本体１の一部が食い込んだ状態で、抜止め部１０によ
って装着凹部４から抜け出すことがなく、バンド本体１の装着凹部４に確実にかつ強固に
固定されている。
【００４１】
　そして、バンド本体１の端部にバンド連結部３を補強部２と共に取り付ける。このとき
には、まず、バンド連結部３の連結部本体１１に設けられた一対の取付穴１１ａに補強部
２の一対の第１取付片８を嵌め込みながら、連結部本体１１をバンド本体１の端部におけ
る上部に位置する上部突出片５と補強部２の第２取付片９との間に挿入させて配置させる
。
【００４２】
　この状態では、連結部本体１１における補強部２側の端面に設けられた凹部１１ｂにバ
ンド本体１の抜止め部１０が挿入して配置されると共に、連結部本体１１の両側部がバン
ド本体１の端部の端面に隙間を持って接近して配置される。
【００４３】
　また、このときには、第１取付片８のねじ孔８ａと、連結部本体１１の下部に設けられ
た挿入孔１４と、この挿入孔１４に設けられた座ぐり部１４ａとが同一軸で対応する。ま
た、連結部本体１１のねじ穴１１ｃと、第２取付片９の挿入孔９ａと、下部突出片６の座
ぐり穴６ａとが同一軸上で対応する。
【００４４】
　そして、補強部２の第１取付片８とバンド連結部３の連結部本体１１とを第１ねじ部材
１３によってねじ止めする。このときには、予め、連結部本体１１の挿入孔１４に設けら
れた座ぐり部１４ａ内に緩衝材１５を配置する。この状態で、第１ねじ部材１３のねじ部
１３ａをバンド連結部３の下側から連結部本体１１の挿入孔１４に挿入させて補強部２の
第１取付片８のねじ孔８ａに螺合させる。この状態で、ねじ部１３ａを締め付けることに
より、第１取付片８に連結部本体１１が固定される。
【００４５】
　このように、第１ねじ部材１３のねじ部１３ａが第１取付片８のねじ孔８ａに螺合して
締め付けられると、第１ねじ部材１３の首下部１３ｂが第１取付片８の外周面における下
部に押し当てられる。このため、第１ねじ部材１３の頭部１３ｃが座ぐり部１４ａ内にお
いて緩衝材１５を座ぐり部１４ａの底部に一定の押圧力で押し付ける。これにより、第１
取付片８に連結部本体１１が確実にかつ良好に固定される。
【００４６】
　また、補強部２の第２取付片９にバンド本体１とバンド連結部３とを第２ねじ部材１６
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によってねじ止めする。このときには、第２ねじ部材１６のねじ部１６ａを下部突出片６
の座ぐり穴６ａおよび第２取付片９の挿入孔９ａに下側から挿入させて連結部本体１１の
ねじ穴１１ｃに螺合させ、この状態でねじ部１６ａを締め付ける。これにより、下部突出
片６と第２取付片９とが連結部本体１１に固定される。
【００４７】
　このように、第２ねじ部材１６のねじ部１６ａが連結部本体１１のねじ穴１１ｃに螺合
して締め付けられた際には、首下部１６ｂが連結部本体１１の下面に押し当てられる。こ
のため、第２ねじ部材１６の頭部１６ｃが下部突出片６の座ぐり穴６ａの底部に一定の押
圧力で押し付けられる。これにより、下部突出片６と第２取付片９とが連結部本体１１に
確実にかつ良好に固定される。
【００４８】
　このようなバンドを使用する際には、まず、バンド連結部３を腕時計ケースのバンド取
付部（いずれも図示せず）に取り付ける。このときには、バンド連結部３の一対の連結片
１２の間に腕時計ケースのバンド取付部の突起部を配置し、この状態でばね棒などの連結
ピンを各連結孔２ａと突起部の貫通孔（いずれも図示せず）とに挿入させる。これにより
、バンド連結部３が腕時計ケースのバンド取付部に取り付けられる。
【００４９】
　これにより、腕時計ケースをバンドによって腕に取り付けて使用することができる。こ
の場合には、バンド連結部３の連結部本体１１の両側部とバンド本体１の端部の端面とが
、隙間を持って互いに接近して配置されることにより、バンド本体１の端部を連結部本体
１１の両側部に対して変位させることができる。
【００５０】
　このため、このバンドでは、腕時計ケースを腕に取り付けて使用する際に、手首を捩っ
たり上下に曲げたりすると、手首の捩れや上下の曲がりに応じてバンド本体１の端部をバ
ンド連結部３の両側部に対して変位させることができる。このため、バンド本体１を常に
腕にフィットさせることができ、これにより腕時計ケースをバンドによって腕に取り付け
て良好に使用することができる。
【００５１】
　このように、このバンドによれば、装着凹部４が端部に開放されて設けられた軟質の合
成樹脂製のバンド本体１と、装着凹部４に埋め込まれ、かつ第１、第２取付片９、９が装
着凹部４の開放側に向けて突出して設けられた硬質の合成樹脂製の補強部２と、を備えて
いることにより、取付強度を確保して高めることができる。
【００５２】
　すなわち、このバンドでは、軟質の合成樹脂製のバンド本体１の装着凹部４に硬質の合
成樹脂製の補強部２を埋め込んでいるので、バンド本体１の端部に補強部２を確実にかつ
強固に固定することができ、これによりバンド本体１に対する補強部２の取付強度を確保
することができると共に、バンド本体１に対する補強部２の取付強度を高めることができ
る。
【００５３】
　この場合、このバンドでは、補強部２の第１、第２取付片９、９に固定されてバンド本
体１の端部に補強部２と共に取り付けられるバンド連結部３を備えていることにより、バ
ンド本体１に強固に固定された補強部２の第１、第２取付片９、９にバンド連結部３を確
実に取り付けることができるので、バンド本体１の端部にバンド連結部３を補強部２によ
って強固に取り付けることができ、これにより腕時計ケースに対するバンド連結部３の取
付強度を高めることができる。
【００５４】
　また、このバンドの補強部２は、バンド本体１の一部が食い込む食込み孔７ｂを備え、
インサート成型によってバンド本体１と一体に設けられていることにより、バンド本体１
の装着凹部４に確実にかつ強固に埋め込むことができる。すなわち、インサート成型によ
って補強部２をバンド本体１に埋め込む際には、補強部２の複数の食込み孔７ｂにバンド
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本体１の一部を食い込ませることができるので、補強部２をバンド本体１に確実にかつ強
固に埋め込むことができる。
【００５５】
　また、補強部２をバンド本体１にインサート成型した際には、補強部本体７の端面に設
けられた凹部７ａに抜止め部１０が配置された状態でバンド本体１に一体に形成されるの
で、この抜止め部１０によってバンド本体１の装着凹部４から補強部２が抜け出さないよ
うにすることができる。
【００５６】
　この場合には、補強部２の複数の食込み孔７ｂが補強部本体７の凹部７ａに連通してい
ることにより、複数の食込み孔７ｂに食い込んだバンド本体１の一部を抜止め部１０に連
結させることができるので、より一層、補強部２をバンド本体１に確実にかつ強固に埋め
込むことができる。
【００５７】
　また、このバンドでは、補強部２の第１、第２取付片９、９のうち、一対の第１取付片
８がバンド連結部３に設けられた一対の取付穴１１ａに嵌め込まれ、第２取付片９がバン
ド連結部３の下に配置されることにより、バンド連結部３を補強部２に正確に位置決めし
て確実にかつ良好に取り付けることができる。
【００５８】
　すなわち、一対の第１取付片８は、バンド連結部３に設けられた一対の取付穴１１ａに
嵌め込まれることにより、バンド連結部３を補強部２に正確に位置決めして確実にかつ良
好に取り付けることができる。また、第２取付片９は、バンド連結部３の下に配置される
ことにより、バンド連結部３を確実に支持して補強部２に良好に取り付けることができる
。
【００５９】
　また、このバンドでは、一対の第１取付片８がバンド連結部３に設けられた一対の取付
穴１１ａに嵌め込まれ、第２取付片９がバンド連結部３の下に配置された際に、バンド連
結部３の連結部本体１１の両側部とバンド本体１の端部の端面とが、隙間を持って互いに
接近して配置されることにより、バンド本体１の端部を連結部本体１１の両側部に対して
変位させることができる。
【００６０】
　このため、このバンドでは、バンド連結部３を腕時計ケースのバンド取付部に取り付け
て、腕時計ケースをバンドによって腕に取り付けて使用する際に、手首を捩ったり上下に
曲げたりすると、手首の捩れや上下の曲がりに応じてバンド本体１の端部をバンド連結部
３の両側部に対して変位させることができる。このため、バンド本体１を常に腕にフィッ
トさせることができ、これにより腕時計ケースをバンドによって腕に取り付けて良好に使
用することができる。
【００６１】
　また、このバンドでは、一対の第１取付片８にバンド連結部３を固定する第１ねじ部材
１３と、第２取付片９にバンド連結部３とバンド本体１の下部突出片６とを固定する第２
ねじ部材１６と、を備えていることにより、これら第１ねじ部材１３と第２ねじ部材１６
とによってバンド連結部３を一対の第１取付片８と第２取付片９とに確実にかつ強固に取
り付けることができる。
【００６２】
　この場合、第１ねじ部材１３は、バンド連結部３の挿入孔１４を通して第１取付片８の
ねじ孔８ａに下側から螺着するねじ部１３ａと、バンド連結部３の挿入孔１４に下側から
挿入されて第１取付片８の外面に当接する首下部１３ｂと、バンド連結部３の座ぐり部１
４ａに挿入してバンド連結部３を押え付ける頭部１３ｃと、を備えていることにより、第
１ねじ部材１３によってバンド連結部３を第１取付片８に確実に固定することができる。
【００６３】
　すなわち、この第１ねじ部材１３は、ねじ部１３ａをバンド連結部３の下側から連結部
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本体１１の挿入孔１４に挿入させて補強部２の第１取付片８のねじ孔８ａに螺合させ、こ
の状態でねじ部１３ａを締め付けることにより、第１取付片８に連結部本体１１を確実に
固定することができる。
【００６４】
　この場合、第１ねじ部材１３は、首下部１３ｂが第１取付片８の外周面における下部に
押し当てられるので、第１ねじ部材１３の頭部１３ｃがバンド連結部３を一定の押圧力で
押し付けることができ、これにより連結部本体１１を第１取付片８に良好に固定すること
ができる。
【００６５】
　この場合、第１ねじ部材１３の頭部１３ｃとバンド連結部３の座ぐり部１４ａの底部と
の間には、緩衝材１５が設けられていることにより、第１ねじ部材１３の首下部１３ｂが
第１取付片８の外周面における下部に押し当てられた際に、第１ねじ部材１３の頭部１３
ｃで緩衝材１５を一定の押圧力で押し付けることができ、これにより緩衝材１５を良好に
押え付けてバンド連結部３を補強部２に対して良好に固定することができる。また、緩衝
材１５により外部から衝撃を受けても吸収することができる。さらに、緩衝材１５により
緩衝材１５の厚さ方向や円周方向に第２ねじ部材１６を支点として、バンドを回転させる
ことができフィット感が向上する。
【００６６】
　また、第２ねじ部材１６は、バンド連結部３に設けられたねじ穴１１ｃに下側から螺合
するねじ部１６ａと、補強部２の第２取付片９に設けられた挿入孔９ａに下側から挿入す
る首下部１６ｂと、バンド本体１の下部突出片６の座ぐり穴６ａに配置される頭部１６ｃ
と、を備えていることにより、第２ねじ部材１６によってバンド連結部３とバンド本体１
の下部突出片６とを第２取付片９に確実に固定することができる。
【００６７】
　すなわち、第２ねじ部材１６は、ねじ部１６ａを下部突出片６の座ぐり穴６ａおよび第
２取付片９の挿入孔９ａに下側から挿入させて連結部本体１１のねじ穴１１ｃに螺合させ
た状態で、ねじ部１６ａを締め付けることにより、第２取付片９にバンド連結部３とバン
ド本体１の下部突出片６とを確実に固定することができ、これによりバンド本体１の下部
突出片６のめくれを防ぐことができる。
【００６８】
　この場合、第２ねじ部材１６は、ねじ部１６ａが連結部本体１１のねじ穴１１ｃに螺合
して締め付けられた際に、首下部１６ｂが連結部本体１１の下面に押し当てられることに
より、頭部１６ｃで下部突出片６を一定の押圧力で押し付けることができ、これにより連
結部本体１１とバンド本体１の下部突出片６とを第１取付片８に良好に固定することがで
きる。
【００６９】
　さらに、このバンドでは、第１ねじ部材１３と第２ねじ部材１６とがバンド連結部３の
下側から補強部２にねじ込まれているので、バンド連結部３を腕時計ケースのバンド取付
部に取り付けて、腕時計ケースをバンドによって腕に取り付けて使用する際に、第１ねじ
部材１３と第２ねじ部材１６とが外部から見えないように隠すことができるので、デザイ
ン的に好ましいものを提供することができる。
【００７０】
（第２実施形態）
　次に、図９～図１３を参照して、この発明を腕時計のバンドに適用した第２実施形態に
ついて説明する。なお、図１～図８に示された第１実施形態と同一部分には同一符号を付
して説明する。
　このバンドは、図９～図１３に示すように、一対の第１取付片８に一対の第１ねじ部材
１３をバンド本体１の幅方向におけるバンド連結部３の両側部から取り付ける構造であり
、これ以外は第１実施形態とほぼ同じ構造になっている。
【００７１】
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　この場合にも、補強部２は、第１実施形態と同様、インサート成型によってバンド本体
１の端部に一体に埋め込まれている。この補強部２に設けられた一対の第１取付片８には
、図１０～図１３に示すように、第１ねじ部材１３のねじ部１３ａがバンド本体１の幅方
向の両側から螺合するねじ孔２０がそれぞれ設けられている。この場合、一対の第１取付
片８の各ねじ孔２０は、バンド本体１の幅方向において同一軸上に対応して設けられてい
る。
【００７２】
　また、バンド本体１の幅方向におけるバンド連結部３の連結部本体１１の両側部には、
図１０～図１３に示すように、第１ねじ部材１３の首下部１３ｂがバンド本体１の幅方向
における両側から挿入する挿入孔２１がそれぞれ設けられている。この場合にも、各挿入
孔２１は、バンド本体１の幅方向において同一軸上に対応して設けられている。
【００７３】
　さらに、バンド連結部３の連結部本体１１の両側部に設けられた各挿入孔２１には、図
９～図１１に示すように、第１ねじ部材１３の頭部１３ｃが挿入する座ぐり部２１ａがそ
れぞれ設けられている。この場合にも、座ぐり部２１ａ内には、第１実施形態と同様に、
緩衝材１５が配置されている。
【００７４】
　このようなバンド本体１の端部にバンド連結部３を取り付ける場合には、第１実施形態
と同様、バンド連結部３の連結部本体１１に設けられた一対の取付穴１１ａに補強部２の
一対の第１取付片８を嵌め込みながら、連結部本体１１をバンド本体１の端部における上
部に位置する上部突出片５と補強部２の第２取付片９との間に挿入させて配置させる。
【００７５】
　このときには、第１実施形態と同様、連結部本体１１における補強部２側の端面に設け
られた凹部１１ｂにバンド本体１の抜止め部１０が挿入して配置されると共に、連結部本
体１１の両側部とバンド本体１の端部の端面とが、隙間を持って互いに接近して配置され
る。
【００７６】
　また、このときには、第１取付片８のねじ孔２０と、連結部本体１１の両側部に設けら
れた挿入孔２１と、この挿入孔２１に設けられた座ぐり部２１ａとが、バンド本体１の幅
方向において同一軸で対応する。また、連結部本体１１のねじ穴１１ｃと、第２取付片９
の挿入孔９ａと、下部突出片６の座ぐり穴６ａとが、第１実施形態と同様、同一軸上で対
応する。
【００７７】
　そして、補強部２の第１取付片８とバンド連結部３の連結部本体１１とを第１ねじ部材
１３によってねじ止めする。このときには、第１実施形態と同様、予め、連結部本体１１
の挿入孔２１に設けられた座ぐり部２１ａ内に緩衝材１５を配置する。
【００７８】
　この状態で、第１ねじ部材１３のねじ部１３ａをバンド本体１の幅方向におけるバンド
連結部３の両側から連結部本体１１の挿入孔２１に挿入させて補強部２の第１取付片８の
ねじ孔２０に螺合させる。この状態で、ねじ部１３ａを締め付けることにより、第１取付
片８に連結部本体１１が固定される。
【００７９】
　このように、第１ねじ部材１３のねじ部１３ａが第１取付片８のねじ孔２０に螺合して
締め付けられた際には、第１実施形態と同様、第１ねじ部材１３の首下部１３ｂが第１取
付片８の外周面に側方から押し当てられる。これにより、第１ねじ部材１３の頭部１３ｃ
が座ぐり部２１ａ内において緩衝材１５を座ぐり部２１ａの底部に一定の押圧力で押し付
ける。このため、第１取付片８に連結部本体１１が確実にかつ良好に固定される。
【００８０】
　また、補強部２の第２取付片９にバンド本体１とバンド連結部３とを第２ねじ部材１６
によってねじ止めする場合には、第１実施形態と同様、第２ねじ部材１６のねじ部１６ａ
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を下部突出片６の座ぐり穴６ａおよび第２取付片９の挿入孔９ａに下側から挿入させて連
結部本体１１のねじ穴１１ｃに螺合させる。この状態で、ねじ部１６ａを締め付けること
により、下部突出片６と第２取付片９とが連結部本体１１に固定される。
【００８１】
　このようなバンドのバンド連結部３を腕時計ケースのバンド取付部に取り付け、この
バンドによって腕時計ケースを腕に取り付けて使用する際には、連結部本体１１の両側部
とバンド本体１の端部の端面とが、隙間を持って互いに接近して配置されることにより、
腕の手首を捩ったり上下に曲げたりすると、手首の捩れや上下の曲がりに応じてバンド本
体１の端部をバンド連結部３の両側部に対して変位させることができる。
【００８２】
　この場合には、第１ねじ部材１３の頭部１３ｃとバンド連結部３の座ぐり部２１ａとの
間に緩衝材１５が配置され、かつ第２ねじ部材１６がバンド本体１の幅方向におけるバン
ド連結部３の連結部本体１１の中心部に取り付けられているので、この第２ねじ部材１６
を支点としてバンド連結部３が回転方向に変位する。
【００８３】
　すなわち、このときには、緩衝材１５が第１ねじ部材１３の頭部１３ｃによって傾くよ
うに変形するので、バンド連結部３が第２ねじ部材１６を支点として回転方向に変位する
。このため、バンド本体１を常に腕にフィットさせることができるので、腕時計ケースを
バンドによって腕に取り付けて良好に使用することができる。
【００８４】
　このように、このバンドによれば、第１実施形態と同様の作用効果があるほか、一対の
第１取付片８にバンド連結部３を固定する第１ねじ部材１３と、第２取付片９にバンド本
体１の下部突出片６とバンド連結部３とを固定する第２ねじ部材１６と、を備えているこ
とにより、第１実施形態と同様、第１ねじ部材１３と第２ねじ部材１６とによってバンド
連結部３をバンド本体１の端部に補強部２と共に確実にかつ強固に取り付けることができ
る。
【００８５】
　この場合、第１ねじ部材１３は、バンド連結部３の両側に設けられた挿入孔２１を通し
て第１取付片８のねじ孔２０に側方から螺着するねじ部１３ａと、バンド連結部３の挿入
孔２０に側方から挿入されて第１取付片８の側方から第１取付片８の外面に当接する首下
部１３ｂと、バンド連結部３の座ぐり部２１ａに挿入してバンド連結部３を側方から押え
付ける頭部１３ｃと、を備えていることにより、第１実施形態と同様、第１ねじ部材１３
によってバンド連結部３を第１取付片８に確実に固定することができる。
【００８６】
　すなわち、この第１ねじ部材１３は、ねじ部１３ａをバンド連結部３の側方から連結部
本体１１の挿入孔２１に挿入させて補強部２の第１取付片８のねじ孔８ａに螺合させ、こ
の状態でねじ部１３ａを締め付けることにより、第１実施形態と同様、第１取付片８に連
結部本体１１を確実に固定することができる。
【００８７】
　この場合にも、第１ねじ部材１３は、首下部１３ｂが第１取付片８の外周面における側
部に押し当てられるので、第１実施形態と同様、第１ねじ部材１３の頭部１３ｃがバンド
連結部３と緩衝材１５とを一定の押圧力で押し付けることができ、これにより連結部本体
１１を第１取付片８に良好に固定することができる。
【００８８】
　すなわち、第１ねじ部材１３の頭部１３ｃとバンド連結部３の座ぐり部２１ａの底部と
の間に設けられた緩衝材１５は、第１ねじ部材１３の首下部１３ｂが第１取付片８の外周
面における側部に押し当てられた際に、第１ねじ部材１３の頭部１３ｃによって一定の押
圧力で押し付けられるので、第１実施形態と同様、第１ねじ部材１３の頭部１３ｃによっ
て緩衝材１５を良好に押え付けてバンド連結部３を補強部２に対して良好に固定すること
ができる。
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【００８９】
　この場合にも、このバンドでは、一対の第１取付片８がバンド連結部３に設けられた一
対の取付穴１１ａに嵌め込まれ、第２取付片９がバンド連結部３の下に配置された際に、
バンド連結部３の連結部本体１１の両側部とバンド本体１の端部の端面とが、隙間を持っ
て互いに接近して配置されることにより、バンド本体１の端部を連結部本体１１の両側部
に対して変位させることができる。
【００９０】
　また、このバンドでは、第１ねじ部材１３の頭部１３ｃとバンド連結部３の座ぐり部２
１ａとの間に緩衝材１５が配置され、かつ第２ねじ部材１６がバンド本体１の幅方向にお
けるバンド連結部３の連結部本体１１の中心部に取り付けられているので、第２ねじ部材
１６を支点としてバンド連結部３を回転方向に変位させることができる。
【００９１】
　すなわち、このバンドでは、緩衝材１５が第１ねじ部材１３の頭部１３ｃによって傾く
ように変形するので、第２ねじ部材１６を支点としてバンド連結部３を回転方向に変位さ
せることができる。このため、バンド本体１を常に腕にフィットさせることができるので
、腕時計ケースをバンドによって腕に取り付けて良好に使用することができる。
【００９２】
　なお、上述した第１、第２実施形態では、バンド本体１の端部にバンド連結部３を補強
部２によって取り付け、このバンド連結部３を腕時計ケースのバンド取付部に取り付ける
ように構成した場合について述べたが、この発明は、これに限らず、例えばバンド本体１
の端部にバンド連結部３を取り付けずに、バンド本体１の端部に埋め込まれた補強部２の
第１、第２取付片９、９によって、バンド本体１の端部を腕時計ケースのバンド取付部に
取り付けるように構成しても良い。
【００９３】
　また、バンド連結部３が腕時計ケースに一体に形成されていても良い。また、補強部２
の第１、第２第１取付片８、９は、上述した第１、第２実施形態の構成に限らず、例えば
、一対の第１取付片８だけ設けるようにしても良い。また、第２取付片９が第１取付片８
と同じ丸棒状に形成されても良い。
【００９４】
　また、上述した第１、第２実施形態では、腕時計に適用した場合について述べたが、こ
の発明は、必ずしも腕時計である必要はなく、例えばバッグや鞄、衣服などのバンドにも
適用することができる。
【００９５】
　以上、この発明のいくつかの実施形態について説明したが、この発明は、これらに限ら
れるものではなく、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲を含むものである
。
　以下に、本願の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
【００９６】
（付記）
　請求項１に記載の発明は、装着凹部が端部に開放されて設けられた軟質の合成樹脂製の
バンド本体と、前記装着凹部に埋め込まれ、かつ複数の取付片が前記装着凹部の前記開放
側に向けて突出して設けられた硬質の合成樹脂製の補強部と、前記複数の取付片に固定さ
れて前記バンド本体の前記端部に前記補強部と共に取り付けられるバンド連結部と、前記
複数の取付片は、前記バンド連結部に設けられた複数の取付穴に嵌め込まれる第１取付片
と、前記第１取付片に前記バンド連結部を固定する第１ねじ部材と、前記第１ねじ部材と
前記バンド連結部との間に設けられた緩衝材と、を備えていることを特徴とするバンドで
ある。
【００９７】
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のバンドにおいて、前記補強部は、前記バン
ド本体の一部が食い込む食込み部を備え、インサート成型によって前記バンド本体と一体
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に設けられていることを特徴とするバンドである。
【００９８】
　請求項３に記載の発明は、請求項１または請求項２に記載のバンドにおいて、前記補強
部の前記複数の取付片は、前記バンド連結部の下に配置される第２取付片を備えているこ
とを特徴とするバンドである。
【００９９】
　請求項４に記載の発明は、請求項３に記載のバンドにおいて、前記第２取付片に前記バ
ンド本体と前記バンド連結部とを固定する第２ねじ部材を備えていることを特徴とするバ
ンドである。
【０１００】
　請求項５に記載の発明は、請求項１～請求項４のいずれかに記載のバンドにおいて、前
記第１ねじ部材は、前記バンド連結部の下側から前記バンド連結部を通して前記第１取付
片に螺着することを特徴とするバンドである。
【０１０１】
　請求項６に記載の発明は、請求項１～請求項４のいずれかに記載のバンドにおいて、前
記第１ねじ部材は、前記ハンド本体の長手方向と直交する幅方向における前記バンド連結
部の両側から前記バンド連結部を通して前記第１取付片に螺着することを特徴とするバン
ドである。
【０１０２】
　請求項７に記載の発明は、請求項１～請求項６のいずれかに記載のバンドにおいて、前
記補強部は、硬質かつ弾性変形する素材であることを特徴とするバンドである。
【０１０３】
　請求項８に記載の発明は、請求項４に記載のバンドにおいて、前記第２ねじ部材は、前
記バンド連結部の中間部に取り付けられていることを特徴とするバンドである。
【０１０４】
　請求項９に記載の発明は、請求項１～請求項８のいずれかに記載されたバンドを備えて
いることを特徴とする時計である。
【符号の説明】
【０１０５】
　１　バンド本体
　２　補強部
　３　バンド連結部
　４　装着凹部
　５　上部突出片
　６　下部突出片
　６ａ　座ぐり穴
　７　補強部本体
　７ａ　凹部
　７ｂ　食込み孔
　８　第１取付片
　８ａ、２０　ねじ孔
　９　第２取付片
　１０　抜止め部
　１１　連結部本体
　１１ａ　取付穴
　１２　連結片
　１３、１６　第１、第２ねじ部材
　１３ａ、１６ａ　ねじ部
　１３ｂ、１６ｂ　首下部
　１３ｃ、１６ｃ　頭部
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　１４、２１　挿入孔
　１４ａ、２１ａ　座ぐり部
　１５　緩衝材
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